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市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

　
　

鴻
巣
市
が
脱
退
の
理
由

に
挙
げ
て
い
る
「
負
担
金
の

不
公
平
」
は
、
い
つ
か
ら
本

市
に
申
し
出
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　

令
和
２
年
３
月
23
日
付

で
、
ご
み
処
理
負
担
金
の
見

直
し
に
つ
い
て
文
書
に
よ
り

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

　
　

報
道
で
は
、
令
和
４
年

の
３
月
に
当
時
の
原
口
鴻
巣

市
長
が
脱
退
の
意
向
を
書
面

に
て
石
井
市
長
に
伝
え
た
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。

　
　

令
和
４
年
３
月
23
日
付

で
鴻
巣
市
か
ら
、
彩
北
広
域

清
掃
組
合
か
ら
の
脱
退
事
前

協
議
に
つ
い
て
文
書
に
よ
る

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

　
　

書
面
で
の
申
し
入
れ
の

後
、
石
井
市
長
は
直
接
当
時

の
原
口
鴻
巣
市
長
に
意
向
を

確
認
し
た
の
か
。
ま
た
、
７

月
15
日
の
一
連
の
報
道
後
、

直
接
並
木
鴻
巣
市
長
の
意
向

を
確
認
し
た
の
か
。

　
　

鴻
巣
市
長
に
対
す
る
意

向
の
確
認
は
、
負
担
金
検
討

部
会
で
の
協
議
を
継
続
し
て

い
る
中
で
、
脱
退
に
関
す
る

事
前
協
議
の
文
書
が
届
き
、

本
市
と
し
て
協
議
継
続
を
求

め
る
内
容
を
文
書
に
よ
り
回

答
を
し
た
。
原
口
前
鴻
巣
市

長
在
任
中
で
の
協
議
結
果
に

つ
い
て
は
、
両
市
の
担
当
課

の
間
で
確
認
作
業
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

後
、
並
木
鴻
巣
市
長
就
任
後

に
、
改
め
て
鴻
巣
市
か
ら
負

担
金
割
合
の
見
直
し
に
つ
い

て
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

並
木
鴻
巣
市
長
に
会
い
、
直

接
協
議
の
継
続
を
申
し
入
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

石
井
市
長
は
彩
北
広
域

清
掃
組
合
の
管
理
者
、
鴻
巣

市
長
は
副
管
理
者
で
あ
る
。

両
市
に
と
っ
て
も
組
合
に
と

っ
て
も
脱
退
は
大
き
な
問
題

だ
と
思
う
が
、
ト
ッ
プ
同
士

で
協
議
し
な
い
理
由
は
何
か
。

　
　

細
部
に
わ
た
り
様
々
な

問
題
が
あ
る
た
め
担
当
課
が

き
ち
ん
と
協
議
を
進
め
て
解

決
を
図
っ
て
い
く
の
が
ベ
ス

ト
で
あ
る
と
考
え
る
。

彩
北
広
域
清
掃
組
合
か
ら
の
鴻
巣
市

の
脱
退
に
つ
い
て
、
市
長
に
問
う
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災
害
時
の
要
支
援
者
へ

の
対
応
、
自
治
会
の
避
難
所

運
営
の
参
加
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。
ま
た
、
避
難
時

の
避
難
経
路
の
安
心
・
安
全

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

本
市
で
は
災
害
時
に
支

援
が
必
要
と
な
る
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
の
情
報
を
記
載

し
た
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
作
成
し
、
地
域
の
避
難

支
援
関
係
者
に
提
供
し
て
い

る
。
要
支
援
者
と
関
係
者
で

は
個
別
に
検
討
し
、
住
民
主

体
で
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
に
落

と
し
込
む
こ
と
で
、
声
か
け

や
付
添
い
な
ど
に
役
立
て
て

も
ら
っ
て
い
る
。
避
難
経
路

の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て
は

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
配
布

し
周
知
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
災
害
が
発
生
し
避
難

所
を
開
設
す
る
際
は
担
当
職

員
が
速
や
か
に
開
設
し
、
避

難
が
長
期
化
す
る
時
は
避
難

者
で
組
織
す
る
運
営
委
員
会

を
設
置
し
て
運
営
し
て
も
ら

う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

行
田
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
よ
り
北
河
原
、
南
河
原
、

須
加
の
地
域
で
は
利
根
川
、

清
水
町
の
地
域
で
は
荒
川
が

決
壊
し
た
場
合
に
家
屋
が
流

失
す
る
危
険
が
あ
る
家
屋
倒

壊
等
氾
濫
想
定
区
域
に
想
定

さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
２
箇
所

に
該
当
す
る
地
域
の
広
域
避

難
は
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

い
つ
、
ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う

に
逃
げ
る
の
か
、
ま
た
避
難

先
と
の
協
議
は
し
て
い
る
か
。

　
　

広
域
避
難
は
大
規
模
災

害
が
発
生
し
、
市
内
に
お
け

る
避
難
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
に
一
時
的
に
住
民
を
他
の

市
町
村
へ
避
難
さ
せ
る
も
の

で
市
と
警
察
な
ど
防
災
関
係

機
関
が
連
携
し
て
実
施
す
る
。

具
体
的
な
計
画
や
避
難
先
と

の
協
議
は
進
ん
で
い
な
い
が
、

大
規
模
災
害
時
に
備
え
、
既

に
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い

る
自
治
体
や
民
間
企
業
を
含

め
、
広
域
避
難
先
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

避
難
所
の
安
心
・
安
全
と

広
域
避
難髙	
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●
彩
北
広
域
清
掃
組
合
か
ら

の
鴻
巣
市
の
脱
退
を
問
う 

　
　

鴻
巣
市
が
令
和
４
年
度

で
組
合
か
ら
の
脱
退
の
意
向

を
本
市
に
伝
え
た
が
、
変
わ

ら
な
い
か
。
ま
た
、
負
担
金

割
合
は
決
ま
っ
た
の
か
。
現

施
設
の
解
体
費
用
は
ど
う
す

る
の
か
。
敷
地
内
に
埋
め
た

一
般
廃
棄
物
及
び
焼
却
灰
の

除
去
方
法
、
そ
の
費
用
は
。

　
　

鴻
巣
市
長
よ
り
負
担
金

割
合
の
見
直
し
の
要
望
が
あ

り
、
検
討
部
会
で
の
協
議
継

続
の
申
し
入
れ
を
し
た
。
解

体
費
用
は
、
ご
み
処
理
施
設

整
備
基
金
の
活
用
を
含
め
財

源
確
保
に
努
め
る
。
一
般
廃

棄
物
及
び
焼
却
灰
の
除
去
方

法
は
民
間
最
終
処
分
場
で
の

埋
め
立
て
が
考
え
ら
れ
、
費

用
は
負
担
割
合
に
基
づ
く
負

担
と
認
識
し
て
い
る
。

●
生
活
道
路
等
の
整
備
の
要

望
に
係
わ
る
評
価
委
員
会
に

つ
い
て

　
　

評
価
委
員
会
の
委
員
長
、

評
価
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
決
め
方
、

精
査
の
方
法
、
評
価
委
員
会

の
開
催
頻
度
は
。

　
　

委
員
長
は
副
市
長
で
あ

る
が
欠
け
た
時
は
建
設
部
長

が
代
理
す
る
。
ま
た
、
評
価

及
び
精
査
は
妥
当
性
を
審
査

し
て
４
ラ
ン
ク
を
決
め
て
い

る
。
開
催
は
年
１
回
開
催
し

て
い
る
。

　
　

評
価
委
員
会
は
公
開
で

市
民
が
傍
聴
で
き
る
か
。

　
　

傍
聴
は
で
き
な
い
。

　
　

会
議
録
は
公
開
か
。

　
　

公
開
し
て
い
な
い
。

　
　

評
価
結
果
は
要
望
し
た

市
民
に
知
ら
せ
る
の
か
。

　
　

自
治
会
長
、
地
区
連
合

会
長
に
通
知
し
て
い
る
。

●
市
内
小
中
学
校
水
泳
教
室

は
民
間
施
設
を
活
用

　
　

プ
ー
ル
の
年
間
維
持
管

理
費
、
年
間
開
催
日
数
、
民

間
施
設
の
活
用
は
。

　
　

維
持
管
理
費
は
約
１
９

０
０
万
円
、
開
催
日
数
は
小

学
校
約
15
日
、
中
学
校
10
日
、

民
間
施
設
の
活
用
は
他
市
の

状
況
等
を
精
査
し
検
討
す
る
。

鴻
巣
市
の
脱
退
、
生
活
道
路
等

の
評
価
委
員
会
、
学
校
水
泳
教

室
の
民
間
施
設
活
用
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